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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800 シリーズサーバ.ワークステーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

Exp 「 ess5800 シリーズサーバ •ワー クステーシヨンに添付されている「自動クリーンアップ、 ソー 
ル」は、 本体が持つ機能をさ6に化張しクライアントサーバシステムでの信頼性を強化するもので 
す。 


本書ではディスクアレイシステム運用時に使われる r 自動クリーンアップツール」について説 S 月しま 
す。 


自動クリーンアップツールは、ディスクアレイに対してを期的にコンシステンシ(整合性)チェック 
を実施し、検化した不整合を修復します（コンシステンシチェック実行中は、システムの性能をほ 
下させることがあります）。定期的にコンシステンシチェックをずることで、八ードディスクが故 
障したとき、ディスクアレイのリビルドの失敗をモ防ずることができます。 

本書での内容は、 Windows 2000 や Windows NT の機能や操作ち法について十分に理解されてい 
る方を対まに説 S 月しています。 Windows 2000 や Windows NT に関する操作や不明点について 
は、各 OS のオンラインヘルプなどを参照してください。 


本文中の記号について 

本で中では次の 3 種類の記号を使用しています。それぞれの意巧を示します。 


S 


巧 

チェック 


国 

ヒント 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD-ROM 巧のソフトウェアを使用ずるじあたって、添付のソフトウェアのご使用を件をお 
読みになり、その内容についてごお認な6びにご承諸ください。 


ユーテイリティや装置を取り扱5上で守日なければな日ない事柄や特にを意をずべき点 
を示しまず。 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要がある点を示しまず。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示しまず。 
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ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関ずる不明点や聞い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保ずサー 
ビスセンターへご連絡ください。 また、インターネットを使った情報サービスも行っておりまずの 
でご利用 < ださい。 


http://express5800.com/ 

に8番お』；製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.Tieldin 宫 .co.Jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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概要 


自動クリーンアップツールは、コンシステンシチェックをするための Windows 2000、および 
Windows NT 上で動作するコマンドを提供しまず（じ(降、コンシステンシチェックコマンドと呼 
ぶ)。 

定期的なコンシステンシチェックの自動実巧は 、 Windows 2000 /Windows NT の標準機能である 
「 AT コマンド」と 「 Schedule サービス」を組み合わせてコンシステンシチェックコマンドを使用する 
ことにより実現します。 

自動クリーンアップツールについては、 Express 已800シリーズ本体に添付の CD-ROM 
「 EXPRES 沈 UILDER 」 内のディレクトリ 「 cctool 」 にある 「 readme . txt 」 をご覧ください。 
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インストールの前に 


ここでは、自動クリーンアップツールをインストールする前に巧っておいていただきたい事柄につ 
いて説 S 月します。 


動作環境 


自動クリーンアップツールのセツトアップに必要な環境は次のとおりでず。 


♦ ノ、ードウエア 

一本体 

ー メモリ 

一 八ードディスクの空き容量 

♦ ソフトウェア 


Mylex ディスクアレイシステムを構築している 
Express 5800シリーズ装置 

OS の動作に必要なメモリ+ 1 M 目以上 

11\/1目]:^上 

Microsoft Windows 2000 
Microsoft Windows NT Version 4.0 
GAM Server 



ヒント 


GAM Server は、本 EXPRESSBUILDER に収まましてし、ます 。 GAM Server の組み込み 
は、本 EXPRESSBUILDER のオンラインドキュメント 「Global Array Maanger Server 
(Windows 2000 版 / Windows NT 版）インストーレシヨンガイド」を参照してください。 
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注意事頃 


自動クリーンアップツールを正しく動作させるために次の点にを意してください。 

• コンシステンシチェックコマンドは、ディスクアレイコント□-ラが持つコンシステンシ 
チェック処理の起動-監視を行うもので、コンシステンシチェックそのものの性能や処理の時 
圍は> ディスクアレイコント□—ラ、ディスクアレイコント□-ラに接続するディスク、 
チェック対まのシステムドライブのサイズなどじ化をします。自動クリーンアップツール運用 
前にあ6かじめ処理時園を測定し、システムに影響のないような時聞にスケジュールされるよ 
うに環境設をを行って < ださい。 

• コンシステンシチェックを実行している聞は、システムの性能がほ下することがありまず。 

• ディスクアレイコント□-ラによっては、システムドライブの初期化が完了していないとコン 
システンシチェックができない場合があります。 


ヒント 


• 作成直後のシステムドライブやイニシャライズ(初期化)が完了していないシステムドライブで 
は、データとパリティの整合性が不完全なため、コンシステンシチェックを実施すると、不整 
合をお化することがあります。（お化された不整合は、修復されまずが、イニシャライズによ 
り、再度，初期化されます。） 


システムドライブのイニシャライズ （巧 期 化） のち了は GAM の 「 Administration 」 メニューの 
「 Initialize Logical Drives 」 をクリックして表示されるダイアログボックスで確認できます。 
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セツトアップ 


自動クリーンアップツールのインストール/アンインストールの方法とインストール後の環境設走 
のちまについて説明します。 



ヒント 


• 購入時の Express 5800シリーズに自動クリーンアップツールがすでにインストールされている 
場合（カスタムインストールモデル）は、6ぺージの r 環境設を」を斤うことで自動クリーンアッ 
プツールをご使用できます。 

• あらかじめインストールされている自動クリーンアップツールの出お時の設を値を卷ホの付録 
じまとめています。ご確認ください。 


インス I ル 


次の手順に従って自動クリーンアップツールをインストールします。 

I 装置本体の電源を ON にして 、 Windows 2000または Windows NT 4.0を起動ずる。 
EXPRESSBUILDER CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットずる。 

マスターコント□ールメニューが表示されます。 

〇 [ソフトウェアのセットアップ]—[自 
動クリーンアップツール]の順にク 
リックずる。 

[セツトアップ手順]ダイア□グボック 
スが表示されます。 


4 [はい]ボタンをク U ックずる。 

[インストール先ディレクトリの指を] 
ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 


〇オンラインド♦ユ>ント 


EXPRESSBUILDER 



回 


與解驢努!無な击端勝楠だ補です。 
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インストール巧デイレクトリを J 旨定し 


匹 


卜ールモディレクトリの巧定 



て、[次へ]ボタンをクリックずる。 

[セットアップの完了]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 

インストール先ディレクトリを変更す 
る場合は，[参照]ボタンをクリックし 
てディレクトリを指をします。 

因 


インストール巧ディレクトリを 
変更した場合は、後述の AT コ 
マンドによるスケジュール登録 
時にも、ここで指定したディレ 
クトリを指定しなければなりま 
せん。カスタムインストール済 
み出荷の Express 已 800 シ 
リーズに自動クリーンアップ 
ツールがインス I ルされた状 
態で出荷されている場合、この 
インス!-ール巧のディレクトリ 
はデフオルト値でインストール 
していまず。 



ち 2 ,腐藝簡 S 曲ごぶ誰結ぶ 

cccon.bat の生巧）します。 


,怯劇ボ 


インストールホディレクトリをまちするには、._ , 
タンをクリックしてディレクトリぞ指定してくださし 1 。 

ほし、インストールホディレクトリをま舌した巧をは、 
AT コマンドでスケジ a —ルをあする巧にを、ここで巧ち 
したインストールホデイレクトリを指定しなブればなり 
ません。 


p インストールホディレクトリ—— 


C:¥WINNT 

射写(を..' 1 


■ 安昭が J 


ら [終了]ボタンをクリックずる。 


以上で、インストールは終了です。引 
き続き次ページの r 環境設定」を参照し 
て設定してください。 



它ツトアツブIす、コンビュータへの自めクリーンアツブ 
ツール [Ver .1.00] のインストールをが了しました。 

この读、コントロールバネルの「ヴービス J で[が hedule 
サー ピス]ぞ白か邸!さに設定し、 [schedL.1 e サー ビス]ぞ巧 
妃してから「が」コ7ンドにより白わクリーンアツブ‘ン 
レのスケジュール登おを巧ってくたさい》 


|7自わクリーンアツブシールの se か P. ゎ t を巧く。 
17白れクリーンアッブツールの W お e. わ t を巧く。 


尚、アンインストーま、インストールをディ!^クト 
リ I こある oooon.exe V ccoon ' bat 、 w " i«v log ぞ肖リ巧し 
てくださし k 

房雖 fr -ぉ 7‘’-づグ 


自動クリ-ンア 、ソ プツール 曰 












































環境設定 


自動クリーンアップツールの環境設定は、 schedule サービスの設を/起動を行ってからスケジュー 
ル登録を巧いまず。 


schedule ヴービスの設定/起動 

0 S によって操作が異なります。それぞれの 0 S の設をち法に従って設定して<ださい。 
サービスの設定:を巧うじは、 Administrators □—カルグループの六ンバである ユーザー アカウント 
で□グオンする必要があります。 

♦ Windows 2000 

[コンピュータの管理]にある[サービスとアプリケーシヨン]の[サービス]を選択して表示され 
るサービスの一覧の [Task Scheduler ] についてプ□パティの[全般]タブで以下のように設を 
しまず。 

ースタートアップの種類： 自動 
ーサービスの状態： 開始 

♦ Windows NT 4.0 

コント□ールパネルの[サービス]のサービスの一覧から [ schedule ] (または Task Scheduler ) 
について、[スクートアップ]を自動に設定し、このサービスを開始させまず。 
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自動クリーンアップツールのスケジュール登録 

Windows 2000/Windows NT のコマンドプ□ンプト画面か 6AT 〕 マンドを入力して、自動ク 
リーンアップツールの自動起動のスケジュールを登録してください。 


ヒント 


• AT コマンドの詳細については 、 Windows 2000 /Windows NT のオンラインヘルプなどを参照 
してくださし、。 

• AT コマンドを使用する場合は schedule サービスを開始してください。 

• AT コマンドを使用するためには、 Administrator 口ーカルグループのメンバであるユーザーア 
カウントでログオンする化要があります。 


例えば、毎週日曜日と毎月 1 日の 23:00 に自動クリーンアップツールを自動実行する場合は、次の 
ようにコマンドを入力しまず（自動クリーンアップツールの実行結果□グは、インストール先の 
cccon.log へ毎回追!]□されまず）。 


>at 23:00 / every : su ，1 cccon.bat 

目ぺージの「インストール」の手順 5 でインス I —ル先を rc:¥cctooU と指定したときは次のようにな 
U ます。 

>at 23:00 / every : su ,1 c :¥ cctool ¥ cccon.bat 

口 3:00 」：時刻。 24時間おま(日0:00〜の:日 9) 

rsuJ ; 曜日。曜日の頭文字 ( M (月醒日）、 T (火曜日）、 W (水曜日）、 Th (木曜日）、 F (金曜日）、 S 让喔日 ）、 Su 
(曰曜日）)。カンマで区切 y 複数指定可能。 

「1」： 日付。日が数値 (1 〜31)。カンマで区切リ複数指定可能。 
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アンインストール 


次の手順に従って自動クリーンアップツールをアンインストールします。 


自動クリーンアップツールのアンインス I ル 

自動クリーンアップツールのインストールホディレクトリじある次のファイルを削除してくださ 
い。 

• CCCON.EXE 

• CCCON.BAT 

• CCCON.LOG 


なお、 「 CCCON 丄 0 G 」 は、自動クリーンアップツール（スケジュール登録したコマンド 
rCCCON . BAT 」) が実行される際に生成されまず。'必要に応じて削除してください。 


環境設定の解除 

自動クリーンアップツールのために登録したスケジュールを削除してください。また、み要に応じ 
て schedule サービスの設走を解除してください。 


スケジュールの削除 

AT コマンドの照会機能を使って登録した日時やコマンドの内容を確認して、自動クリーンアップ 
ツールのスケジュールを削除してください。 

(照会 [ 一括])日 t 

(照会[個別]) at 日 「0」：タスク ID 

(削除[—括 ]) at /delete 

(削徐[個別]) at 日 /delete 「0」：タスク ID 
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schedule ヴービスの設定解除 

企、要に応じて schedule サービスを停止し、手動でサービスの開始を行う設走に房してください。 
サービスの設定を行うには、 AdministratorsQ — カルグループのメンバであるユーザーアカウント 
で□グオンずる'必要があリます。 

• Windows 2000 

[コンピュータの管理]にある[サービスとアプリケーシヨン]の[サービス]を違択して表示され 
るサービスの一覧の [Task Scheduler ] じついてプ□パティの[全般]タブで W 下のように設定 
します。 


ースタートアップの種類： 手動 
ーサービスの状態： 停止 

• Windows NT 4.0 

コント□ールパネルの[サービス]のサービスの一覧か引 schedule ] ほたは Task Scheduler ) 
について、[スタートアツでを手動に設走し、このサービスを停止させます。 
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運用と保守 


自動クリーンアップツールの運用および保守の隐にあ要な植認や手順について説 S 月します。 


運用手順 


運用するときじは、次の点について植認してください。 

• schedule サービスの起動確認 

システムのイベント□グから schedule サービスが起動(開始)エラーになっていないことを確認 
します。 

• スケジュールの起動確認 

システムのイベント□グか6スケジュール(自動クリーンアップツール)の起動(開始)エラーに 
なっていないことを確認しまず。 


保守手順 


次のような保守をするときは、それぞれに説 S 月しているちまに従って操作してください。 

• 時刻の同期 

「NET TIME¥¥remote /SET / Y 」 コマンドによんリモートマシンの時刻を □- カルマシンの 
時刻に合わせます。 

「 AT ¥¥ remote 」 コマンドにより，リモートマシンのスケジュール時刻を同期させまず。 

• 自動クリーンアップツールの□グ収集および確認 

ファイル転送などにより、リモートマシンの自動クリーンアップツールのインス I '―ル先にあ 
る□グファイル rcccon . log 」 (コンシステンシチェックの実施結まが化力されたファイル)を収集 
し、内容(結果)をお認します。 

自動クリーンアップツールの□グじついては， Express 5800シリーズ本体に添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 内のディレクトリ 「 cctool 」 にある rreadme . txt 」 をご覧ください。 
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解説 


自動クリーンアップツールじついてネ甫足的なことが6について解説します。 


• U ビルドび失敗する要因について 


ディスクのアクセス頻度がほい部分(パリティ部/ホ使用領域部)で、ディスク不良が蓄積されて 
いると、リビルド時にパリティか6データを再生成できなくなるため、リビルドが失敗しま 
ず。 



リビルド失敗/2台同時 DEAD 発を！ 


RAIDS ではデータリード時、バリティ部へのアクセスがないため、この部々のアクセス頻を 

Vm が低くなります。 

ヒント 


• 自動クリーンアップツールを導入ずると 

ディスクアレイを構成している八ードディスクを体の r 読み取りテスト」を行い、ディスク不良 
(リードエラー)を検出すると、自動的に再書き&みを巧います。この機能じより不良部分を復 
旧し、ディスク不良の蓄積によるリビルドの失敗、および八ードディスクが2台同樹こ DEAD 状 
態になる危険性をほくします。 


ID 0 ID 1 ID 2 
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付録 


〜イジス I ル済みの自動ク U - ンアップツールの設定値〜 


購入時に自動クリーンアップツールがすでにインストールされている場合（カスタムインス I ル 
モデルの場合）、自動クリーンアップツールは次の設定値でインス I ルされています。 


パラメータの項目 

設定値 

参照 

インス1ル先 
ディレクトリ 

% SystemRoot % 

「インストール」の手順已 

(已ページ） 
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